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京都府立医科大学と関西ティー・エル・オー株式会社との業務提携について 
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京都府立医科大学（学長：山岸久一）と関西ティー・エル・オー株式会社（代表取締役社長：中川博次）は、

下記のとおり知的財産マネジメント等に関する業務において提携することで合意いたしました。 

 

今回の業務提携により、京都府立医科大学は知的財産マネジメント業務等の一部を関西 TLO に

委託することとなりました。関西 TLO が有するノウハウや企業ネットワーク、マーケティング

力を活かして、産学公連携活動の更なる強化を目指します。それらを通じて、京都府立医科大学

の有する研究成果の社会還元を図ることで、京都府立医科大学の研究活動の高度化と地域医療へ

のより一層の貢献を目指します。 

 

○関西 TLO へ委託する主な業務内容 

（１）知的財産マネジメント体制構築支援 

関西 TLO の有するノウハウを活用し、京都府立医科大学の知的財産に関する学内管理体制を支援する。 

 

 （２）大学研究者の発明発掘・評価 

京都府立医科大学研究者の研究内容、研究者のニーズを把握し、産業界に発信するため、関西 TLO が担

当アソシエイトを配置。研究者を訪問し、研究内容を把握したうえで、新しい発明の発掘・評価を行う。 

 

（３）知的財産権の技術移転活動 

  京都府立医科大学が特許出願した発明に関して、関西 TLO が有する国内外の広範なネットワークを活用

して、技術移転活動を行う。 

 

（４）外部資金獲得活動に関わる支援 

京都府立医科大学が特許出願した発明に関連した案件について、官公庁系の競争的研究資金制度への応募

のための提案書作成支援等を行い、外部資金獲得のためのプロジェクトメイキングの支援を行う。 

 

 

【京都府立医科大学の産学公連携活動】 

平成１５年４月にリエゾンオフィスを設置。他大学、行政機関と連携し、フォーラム等を主催することで、研

究シーズを産業界へ発信。法人化後の平成２０年８月に産学公連携戦略本部（本部長：山岸久一学長）に改組し、

その下にリエゾンオフィス（室長：伏木信次教授）、知的財産オフィス（室長：酒井敏行教授）を設置し、産学

公連携活動の強化を図っている。 

 

 【関西ティー・エル・オー株式会社】 

文部科学省・経済産業省から承認を受けた広域型 TLO として 1998 年に設立され、関西一円の研究成果を産業

界に橋渡しする事業を行っている。2006 年 10 月の経営体制の刷新以降、知的財産マーケティングを重視した「大

学共同経営型 TLO」へ抜本的な経営改革を行い、京都大学、和歌山大学、立命館大学などの産学連携・知的財

産マネジメント業務を関西 TLO で実施する包括的業務提携締結し、各大学の産学連携活動・技術移転活動の活

性化を担っている。 

 


